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国際的な生徒参加型データを用いた統計学習
サイトの運用と今後の展開について

愛知教育大学 青山和裕

センサス＠スクールサイト
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センサス＠スクールの特長

1)自分自身のデータも加えられ，かつ自分たちと同世代の対象

から得られたデータを扱うことで興味を持たせることがで
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から得られたデ タを扱う とで興味を持たせる とがで
きる

2)データそのものは生徒にとって身近なものであるため，生徒
にとっても分析しやすい

3)地域ごと，あるいは国ごとのデータを比較をすることで思わ
ぬ発見をすることがある

4)質問項目に回答する中で 質問紙の作成方法を始め 調査方4)質問項目に回答する中で，質問紙の作成方法を始め，調査方
法などについても学ぶ事が出来る

5)国勢調査など社会で行われている調査の仕組みについて理解
できる
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INTERNATIONAL CENSUSATSCHOOL参加国

イギリス

カナダ
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カナダ

ニュージーランド

オーストラリア

南アフリカ

米・カリフォルニア州米 カリフォルニア州

日本

アイルランド
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参加登録手順
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サンプルデータのダウンロード
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生徒登録データ数 ６３５件

翻訳教材
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身長と腕を広げた幅は本当に同じなのか？
男女間で違いはないのか？
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名前 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

性別 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男

身長 109 146 150 200 155 150 151 152 148 130身長 109 146 150 200 155 150 151 152 148 130

腕を広げた幅 100 142 145 181 157 151 151 160 150 90

名前 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

性別 男 男 男 男 男 女 女 女 女 女

身長 152 162 149 140 165 160 159 160 147 149

腕を広げた幅 163 162 149 125 161 163 154 161 149 149

名前 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
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名前

性別 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女

身長 153 138 156 153 152 163 166 166 146 152

腕を広げた幅 159 143 150 149 154 161 165 166 131 150
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分析の手順①
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課題
身長と腕を広げた幅について，１２歳の男女は同じなのか

1. 身長，腕を広げた幅のデータをそれぞれ度数分布表に表す

2. 度数分布表からそれぞれヒストグラムに表す

3. 分布の様子，はずれ値について検討する

4. 身長，腕を広げた幅の比を出す

5. 出した比を男女別に度数分布表に表す
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分析の手順②
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6. 比を男女別にヒストグラムに表す

7. 分布のピークはどうか？

8. 分布の広がりは？

9. 分布の形は左右対称か歪んでいるか？

10. 最頻値の階級の度数は全体の何割か？

11. 男子と女子の違いはどうか？

12. 階級幅を変えたヒストグラムでも分析する
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センサス質問項目

 基礎情報
 性別，生年月日，血液型，居住県

2011/03/05第７回統計教育の方法論ワークショップ

 回答者について
 利き手，反射神経測定，平均睡眠時間

 測定
 身長，へその高さ，腕を広げた幅，足のサイズ

 学校について
 郵便番号，共学か，生徒数，学年，通学交通手段，通学時間

 生活について 生活について
 朝食，性格，神経衰弱クリア時間測定，好きなスポーツ

 あなたの意見
 環境問題に対する関心度
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